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 リサイクルポート推進協議会 

第６３１号（平成２８年６月２２日発行） 

   

【今週号の主な内容】 

 

■《先週・今週の報道発表》 

 熊本市災害廃棄物処理実行計画の策定について 

【熊本市 2016年 6月 15日】 

 

■《RPPC 事務局からのお知らせ》  

１．平成 28 年度第 1 回汚染土壌事業化 PT開催のお知らせ 

２．NPO 法人庄内リサイクル産業情報センター発信のメルマガ 6 月号のお知らせ 

  

■《リサイクルポートに関連する最新の情報》 

１．境港リサイクルポート関連の動き、ＰＫＳの輸入など 

２．秋田県、能代港第２処分場の護岸建設工事を推進 

３．茨城県が、茨城港常陸那珂港区で岸壁埋立免許願書作成 

 

 －・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

 ≪先週・今週の報道発表≫ 

 

熊本市災害廃棄物処理実行計画の策定について 

 詳細は下記をご覧ください。 

http://www.city.kumamoto.jp/hpKiji/pub/detail.aspx?c_id=5&id=13004&class_set_id=2&class_id=61 

 【熊本市 平成 28年 6月 15 日】 

 

－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

 ≪RPPC 事務局からのお知らせ≫ 

 

１．平成 28 年度第 1 回汚染土壌事業化 PT開催のお知らせ 

  平成 28年度第 1回汚染土壌事業化 PTを下記の日程で開催致します。 

部会員の皆様はご参加お願い致します。 

 日程：平成２８年 7月 14日（木）14：00 から 15：30 

場所：みなと総研 3階会議室 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

《リサイクルポートに関連する最新の情報》 

  

１． 境港リサイクルポート関連の動き、ＰＫＳの輸入など 

 

境港のリサイクルポート関連の動きとして、27 年３月から境港市で操業開始した日新バイオマス発電向

けのパームやし穀（ＰＫＳ）の輸入が始まっており、昨年は約２万ｔを受け入れた。また境港背後へのリ

サイクル工場の立地も続いており、27年４月に海老田金属（本社・米子市）が進出したほか、来年は新た

に平林金属（本社・岡山市）がリサイクル工場を立地する計画になっている。これら企業では金属くずを

集めて、海外に海上輸送する。 

合板メーカーの日新が建設した木質バイオマス発電所は、県の支援も得て昨年春から操業に入っている。

最大出力５７００ｋｗで、当面は年間４５００万ｋｗを発電して売電している。 

http://www.city.kumamoto.jp/hpKiji/pub/detail.aspx?c_id=5&id=13004&class_set_id=2&class_id=61


燃料は地域森林の林地残材や間伐材のほか、インドネシアなどの東南アジア地域からＰＫＳを輸入してい

る。実質的な初年度となる昨年は年間約２万ｔ程度の輸入量になった。境港昭和南の１～２号ふ頭（水深

10～13ｍ）で受入れている。 

またリサイクル企業の工業団地への立地では、昨年４月に新たに海老田金属が境港工場を設けた他、平林

金属が 29年度に工場を稼働させる。26年 8 月に県と調印を交わしており、金属くずを国内から収集して海

外に輸出する予定。【港湾空港タイムス】 

 

 －・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

 ２．秋田県、能代港第２処分場の護岸建設工事を推進 

    

秋田県は能代港第２処分場の今年度事業として、護岸建設工事を実施するとともに、今後ブロック製作や

遮水矢板工も予定している。 

第２処分場は既設処分場の南側に隣接して設置し、埋立面積 28ha。東北電力の能代火力発電所から出た

灰を処分する既設処分場が満杯になるため、第２処分場を整備している。完成は 32 年度の予定。 

処分場を囲む護岸は岸と平行する西側護岸が延長３１５ｍ、岸と直角の南側護岸が８８０ｍ。西側護岸は

全てケーソン式。南側護岸は一部、水深が深い所はケーソン式になり、ほかは現場打ちコンクリート。ま

た底面遮水は２重シートを張り、鉛直遮水は鋼矢板で対応する。 【港湾空港タイムス】 

 

 －・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

 ３．茨城県が、茨城港常陸那珂港区で岸壁埋立免許願書作成 

  

茨城県は、茨城港常陸那珂港区で中央ふ頭Ｄ岸壁埋立免許願書作成業務を日本港湾コンサルタントに委託

している。今年度に埋め立て手続きを進め、29年度以降に側面護岸に着工して行く。 

中央ふ頭地区では水深 12ｍ岸壁の２バース目（Ｄ岸壁）を 27年度から直轄事業で事業化している。 

岸壁は取付部を含めて３００ｍあり、岸壁の背後 50ｍまでが直轄の埋め立て区域。県の埋め立て区域は、

その背後２００ｍになる。岸壁本体はケーソン式を想定している。 

また、埋立土砂は港内の陸上にストックしている土砂で賄い、不足する場合は建設発生土などを入れる。 

【港湾空港タイムス】 
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